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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

0 4,600 0 4,600 4,600 3,280

1.1

R4年度 0 4,600 0 4,600 4,600 3,009 1.1

R3年度 0 13,892 0 13,892 13,892 8,146

1.1R5年度

事業番号 11 04 01 事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

通勤・通学・通院などにおいて日常的に有料道路を利用し、経済的負担が大きい県民に対し、負担軽減を図り、県民生活の安定を

図る必要がある。

日常的に有料道路を通行している利用者の経済的負担を軽減する。

①　通行料金の時間帯割引の実施

pref.nagano.lg.jpmichiken

　白馬長野有料道路において、市町村と県で料金軽減分を負担し、普通車・軽自動車について通行料金から５割引となる時間帯割

引を実施する。

E-mail

実績 実績 推移

R5年度

目標値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 有料道路の利用者負担軽減事業費
部局 建設部 課・室 道路建設課

実施期間 H26 ～

達成

状況
目標値設定理由

R5年度

実績 推移
単位

R3年度 R4年度
No. 指標名

年 数値

直近３か年の状況

年 数値

目標

年 数値

達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

白馬長野有料道路における本事業の利用実績から、7,900

（台/月）以上を目標とする。
①

②

③

達成7,900↗8,1007,900 8,300↗台/月事業の利用台数（１路線）

対象路線 白馬長野有料道路

対象車両 普通車　・　軽自動車

６：００ ～ １０：００

１６：００ ～ ２１：００（計 ９時間）

割引率
【一般利用者】

通行料金の５割引

時間帯

料金所（白馬長野有料道路） 日高トンネルから白馬方面を臨む



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性
(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・利用台数は前年と比較し、向上しているが、コロナ禍前の水準と比較すると、十分に回復したとは言えない状況。今後の事業の利用

台数向上が課題。

(2) 事業改善の方策

・有料道路は料金徴収期間の満了をもって一般道路化となる。日常的利用者の経済的負担を軽減するため、白馬長野有料道路の

料金徴収期間満了となる令和6年度まで事業を実施する。

指標③ R4年度推移 R5年度推移 達成状況

新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類感染症」となったことにより、行動制限等もなく利用が促進された。

指標② R4年度推移 R5年度推移 達成状況

①　通行料金の時間帯割引の実施

・白馬長野有料道路において、１月当たり83百台の普通車・軽自動車で時間帯割引回数券の利用実績があった。

・これにより、通勤・通学・通院などで日常的に有料道路利用する方の経済的負担が軽減された。

建設部 課・室 道路建設課

事業番号 11 04 01

R5年度推移 ↗ 達成状況 達成指標① 事業の利用台数（１路線） R4年度推移 ↗

事業改善シート（令和５年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 有料道路の利用者負担軽減事業費 部局



事　業　名 有料道路の利用者負担軽減事業費

事業番号 11 04 01 細事業一覧（令和５年度実施事業分）

R3年度

決算額

3,2803,0098,146

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

通行料金の時間帯割引の実施

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

1

細事業

No.
細事業名

有料道路路利用者負担軽減事業費

No.

1

部局 建設部 課・室 道路建設課

令和５年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

市町村と県で料金軽減分を負担し、普通車・軽自動車について通常料金から５割

引となる時間帯割引を実施した。

販売枚数：83,340万枚　　利用台数：99,737台/年（83百台/月）

負担金

R5年度

決算額

R4年度

決算額

実施方法


